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行政法における法律家の役割＝LSで学ぶこと

Ⅰ行政の言うことに納得できない。

 実体的違法~ 中身が間違っている
法律の判断基準通りに判断していない
＝法律の解釈適用の誤り（憲法適合解釈含む）

 手続的違法~ 間違わない努力を怠る
法律が定める手続保護をしていない
＝法律の解釈適用の誤り（憲法適合解釈を含む）

Ⅱ市民・企業（＋国）の言うことに反論する

 交渉を申し込まれる
 行政不服審査法（行政処分）

審査請求を受ける
↓

審理員（職員／外部弁護士）／行政不服審査会→裁
決

 行訴法（行政処分その他）
訴えを提起される（取消訴訟）
↓

裁判所
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行政→契約相手／検察庁だと民事・刑事法



実体的違法の構造

ア）行政処分の場合

 これが違法かどうかがなぜ争われるか

 判断基準を探す＝処分の要件／処分の内容選択

 判断基準を解釈適用する（憲法適合解釈を含む）

 判断基準は「法的判断」and/or「裁量的判断」を予定
↓

❶法律を読む訓練を受けていない
❷親切心（消費者のためには可能な限り安全を）
❸世論の重視（自治体だから地元の反対を重視）

イ）委任立法の場合

 これが違法かどうかがなぜ争われるか

 判断基準を探す＝委任の趣旨又は範囲

 判断基準を解釈（適用）する（憲法適合解釈を含む）

 判断基準は「法的判断」and「裁量的判断」を予定
↓

❶法律を読む訓練を受けていない

❷親切心（幼い子の安全を）

❸世論の重視（幼い子の安全を）
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